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農業農村整備事業等事後評価地区別資料

番号 １００１

都道府県名 埼 玉 県 関係市町村名 春日部市（旧庄和町）

事 業 名 県営ほ場整備事業 地 区 名 庄和北部
し ょ う わ ほ く ぶ

事業主体名 埼 玉 県 事業完了年度 昭和６２年度～平成１４年度

〔事業内容〕
事業目的： 水田単作地帯である本地区は、区画整理が行われず用排水路は土水路で兼用されて

いた。このため水の有効利用が図られず排水不良もあった。農道についても幅員が狭
小で湾曲し機械化の妨げとなっていた。

このため、本事業により用排水路及び道路網の整備を行い、農地の集団化や機械化
を推進し、労働生産性の向上、農業生産の増大を図り農業経営の安定化を目指すこと
を目的とした。

総事業費：３１億７，７３０万円
事業期間：昭和６２年度～平成１４年度
事業内容：区画整理 ２４５ｈａ（関係農家：３１８戸）

農道整備 （幅員 、全幅 ）L=32.6km 3.0m 4.5m
用水整備 パイプライン ・揚水機場４カ所L=32.2km

L=22.4km a排水整備 排水路 ・暗渠排水１９９ｈ

〔項 目〕
ア 事業効果の発現状況
（１）収量の変化

本地区は、受益面積２４５ｈａの８割を超える１９９ｈａが水田である。事業後は適
正な水管理が可能となり、コシヒカリを代表とした水田農業が営まれている。

米の収量（１０ａ当たり）を事業計画時点と事後評価時点で比較すると、計画時点の
４６１ｋｇに対し事後評価時は５２７ｋｇと約１１４％へ収量が増加した。

（２）営農時間の短縮
○区画を拡大することにより、大幅な作業時間の短縮。

４，６３２筆→１，３７３筆（３０％）
水田の標準区画は、整備前 ５ａ→整備後 ５０ａ

○土水路であった用水路のパイプライン化により、水田の水管理時間が短縮
○農道の整備により大型農作業機械の導入が可能となった。

（３）規模拡大により地域を支える担い手の活躍
地区内の約３分の１にあたる８３ｈａの農地が２６人の農家に集積され規模拡大が図

られた。このうち９人の認定農業者が４３ｈ を経営する担い手として、庄和北部地区a
の農業を支えている （認定農業者は旧庄和町全体で１０人）。

（４）地産地消への取り組み
本事業により地域の排水状況が向上し、新たに多彩な野菜が四季を通して、栽培され

るようになった。そして、本地区で生産される米やナス、トマト、キュウリ等の野菜は
平成１６年度に開設した道の駅の農産物直売施設でも販売されている。この直売所に

出荷する農家９１人のうち、本地区内の農家は２０人が参加し、地区内で栽培した農産
物を毎日消費者へ提供している。

（５）新たな試み
○農地の集積や適正な水管理が可能となったことから、平成２０年度からは、農地・水

・環境保全向上対策の営農活動により、特別栽培米「コシヒカリ」の栽培をエコファ
ーマーの９名で取組んでいる。

○排水条件の改善と農地集積により、１５戸の農家で組織する「麦作集団」により、新
たに１３ｈ の小麦の作付を行っている。a

、 、 、○なす・きゅうり等の野菜以外にも 最近では ブルーベリーの栽培に取り組む農家や
水田を活用したホンモロコの養殖に取り組む農家も現れている。
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イ 事業により整備された施設の管理状況
本事業によって整備された道路は市が、用排水路については、土地改良区により良好な管

理が行われてきた。

ウ 事業実施による環境の変化
○本地域では、不耕作地はほとんど無く、良好な管理の下で農作物が栽培されている。
○平成１９年度より農地・水・環境保全向上対策の共同活動が始まり、道路や水路の草刈

り等の清掃活動を地域により実施している。
また、コスモスを栽培してコスモス祭り等、地域のイベントが新たに行われている。

エ 今後の課題
（１） 農地の有効利用と担い手の育成

大区画化されたほ場である庄和北部地区において、今後より一層、大規模な経営体や
作業受託集団により高性能機械を活用した効率的な土地利用型農業を展開するため、担
い手への集積を引き続き調整していく。

（２） 施設機能の維持と適正な管理
本事業により整備された農業用施設は、地元市及び土地改良区によって適正な管理が

行われている。農地・水・環境保全向上対策により、地域での管理も開始していること
から、この活動の定着を図っていく必要がある。

今後は、定期的な点検・機能診断を行い、施設の長寿命化を図るほか、必要に応じて
補修を実施するなど、施設機能を効率的に維持していく必要がある。

事 後 評 価 結 果 ・事業の実施により、用水がパイプライン化され水稲の生育に合わせた適切
な水管理が可能となり、大幅な省力化が図られた。
・排水路及び農道整備により機械化が進み農作業の時間短縮が図られた。ま
た、作物の栽培条件が改善され、多彩な農作物の栽培が可能となったことな
どが高く評価されている。
・本事業を契機に、地区内では、認定農業者９名が育成され、力強い営農を
展開している。また、エコファーマー等、地区の農家が、農産物直売所など
を活用して地産地消の取組みを通じ地域農業の振興に寄与していることなど
地元でも本事業について高く評価されている。

第 三 者 の 意 見

（注１ 「事後評価結果」欄は、項目の内容を総括して記入する。）
（注２ 「第三者の意見」欄は、第三者の意見のうち特記すべき内容について記入する。）
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庄和北部地区 平面図

導入された大型機械

整備された道路

整備された排水路

安定して供給される用水

揚水機場内

揚水機場外観

ー
３
－

事業実施前後の状況
（１）道路の状況 実 施 前 実 施 後

排水路（土水路）

道 路

道 路

道路は轍となり、走行しづらい状況であり
排水路についても雑草が茂り維持管理に労力
がかかる。

道路は拡幅され、大型機械の導入が可能となった。
また、すれ違いも容易にできるようになり、走行性

の効率化が図れた。

（２）排水路の状況

排水路（土水路） 暗渠排水（水閘）
道 路

排水路（柵渠）

実 施 前 実 施 後

排水路が土水路のため、土砂の堆砂や法面
の崩壊等により、維持管理に労力がかかる。

排水路を柵渠護岸し、水田に暗渠排水を実施した
ことで、大豆や小麦などの作物が栽培できるように
なった。

ー
４
－
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水稲の作業時間の比較

ー
５
－

■

庄和北部地区の水田
面積は５０ａ区画

凡 例

道路

水路

宅地・雑種地等

事業実施前の区画の状況
ー
６
－
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凡 例

道路

水路

宅地・雑種地等

事業実施後の区画の状況

ー
７
－
農地の集積状況について

２６．７所有地

２６．１作業委託

８２．８

３０．０

面積(ha)

計

利用権設定

集積内容

農地集積状況

○ ほ場整備を実施したことにより、地域の担い
手等への農地集積が図れた。

○ 集積率 ３３．８％
集積面積８２．８ｈａ／受益面積 ２４５ｈａ

ー
８
－
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現在の営農状況について

大型機械による作業状況

耕耘状況 田植え状況

刈取状況

ー
９
－

多彩な農作物が生産されている

道の駅にある農産物直売所では、毎日、庄和北部地区
で採れた新鮮な野菜が販売される

庄和北部地区では、多彩な農作物が栽培されている。
なすの栽培状況

転作対応の一つとして、水田を活用してホンモロコ
が養殖されている

市の給食センターが地場農産の利用を進め、市の特産物
となりつつある、ホンモロコを給食献立とした

ー
１
０
－
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多彩な農作物が生産されている

庄和北部地区の特別栽培米「コシヒカリ」
を農産物直売所で販売しています。

ー
１
１
－




